画像の表示形式の変換について

２００４年４月１５日　森井　喬

1.sprintf (com, "djpeg -pnm %s |pnmscale -xsize %d -ysize %d > %s", jpgImageName, W, H, ppmImageName);
2.system (com);

１ではcomという配列に””で囲まれた文字列を入れている。
この”djpg･･･”はUNIXで実行できるコマンドでjpg形式の画像ファイルをppm形式のファイルに変換するコマンド。

２ではcomに入れた文字列をコマンドインタプリタに渡し、コマンドインタプリタは渡された文字列をオペレーティングシステムコマンドとして実行する。
このようにしてプログラムの中でコマンドを呼び出すだけで表示形式の変換ができる。他の使えるコマンドは

http://www.not-enough.org/abe/manual/index.htmlに載っている。

この方法を使うと表示形式のほかにもいろいろなことができる。

例

bmptoppm ( BMPファイルをppmフォーマットに変換する ) 
fromppm ( ppmを IRISの画像フォーマットに変換する ) 
giftopnm ( gifファイルをpnmに変換する ) 
giftoppm ( gifファイルをppmに変換する ) 
pbmreduce ( bitmapを読み込んでN分の1に縮小する ) 
pbmtext ( textをpbmfileに変換する ) 
pgm ( portable graymap ファイルフォーマット ) 
pgmedge ( pgmファイルのエッジを検出する ) 
pgmenhance ( pgmファイルのエッジを強調する ) 
pgmhist ( pgmファイルのヒストグラムを出力する ) 
pstopnm ( ポストスクリプトファイルをpnmに変換する ) 
rawtopgm ( グレースケールのべたfileをpgmfileに変換する ) 
rawtoppm ( RGBべたfileをppmfileに変換する )
rgb3toppm ( 3つのpgmfileをppmfileに結合する) 
